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熊本県教育庁市町村教育局義務教育課

令和７年度（２０２５年度）

全国学力・学習状況調査結果及び
今後の取組について

誰一人取り残さない学びの保障と、
児童生徒を学びの主体とする授業力の向上を図る。
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Ⅰ 本県の学力向上に向けた取組について
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～熊本のすべての子供たちが，「学ぶ意味」を問いながら，

「能動的に学び続ける力」を身に付けることを目指します～

熊本の未来の創り手となる子供たちに期待する学び 【提言】

【提言１】ふるさ と熊本に根ざし， 豊かな郷土の創造と自己の向上を目指し，

能 動 的 に 学び 続ける熊本 の子供

【提言２】問 いを発し ，課題 に主体的 に立ち向か い，学び を深める熊 本の子供

【提言３】自分の学びの姿を知り， 日々たゆまず ，自ら学ぶ熊本の子供

熊本の学びの【理念】

「熊本の学び推進プラン」 四つの基本方針

（１） 「教育活動の質を向上させ，学習効果の最大化を目指すカリキュラム・マネジメントの推進」

（２） 「子供が問いを発し，課題に立ち向かい，学びを深める授業改善の推進」

（３） 「子供と教師のための効果的な学力向上検証改善サイクルの確立」

（４） 「家庭と連携を図りながら，子供たちの学習習慣形成を促す取組の推進」 3

「熊本の学び推進プラン」について 令和元年１２月策定

１ 「熊本の学び」の推進



令和６年度 第2回学力向上推進本部後の今後の取組に関する通知（２月）
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２ 重点指標及び取組



Ⅱ 全国学力・学習状況調査の結果について
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１ 調査の概要
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○ 中学校理科は、ＣＢＴでの実施

○ 「中学校理科」個人票には、５段階のIRTバンドで表示（細かな差異にとらわれす
ぎることなく、個別の児童生徒の課題把握と指導改善に生かす趣旨）

【参考】

○ 児童生徒の学びへの還元を最優先に、学校への結果返却の時期を前倒し
（R6 7/26 ⇒ R7 7/14）

〇 結果公表を３段階に
（結果公表①7/14  結果公表②7/31 結果公表③８月以降）

１ 調査の概要 今年度の調査の特徴
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２ 教科に関する調査結果

○本県の平均正答数・平均正答率・平均ＩＲＴスコア
上段は平均正答数/問題数、下段（ ）は平均正答率

※ＩＲＴ（項目反応理論：Item Response Theory）とは、児童生徒の正答・誤答が、問題
   の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、
   児童生徒の学力スコアを推定する統計理論。
※ＩＲＴスコアとは、各設問の正誤パターンの状況等から学力を推定し、５００を基準にした
   得点で表すもの。
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国語
全国 本県

算数
全国 本県

理科
全国 本県

【小学校】
本県の正答率・IRTスコアの分布

〇ばらつきについては、国語と理科は、全国とほぼ同じ傾向であるが、算数では、全国の方が
箱の上辺に当たる75パーセンタイル（第３四分位数）が高いことが分かる。

２ 教科に関する調査結果
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【中学校】
本県の正答率・IRTスコアの分布
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〇ばらつきについては、理科は、全国とほぼ同じ傾向であるが、国語と数学では、全国の方が
箱（四分位範囲）が高いことが分かる。

２ 教科に関する調査結果
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各教科のポイント(〇成果 ●課題）

【国語】
〇調べたことが読み手に伝わるように、自分の考えを書くこと。
●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること。
●自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと。

【算数・数学】
●数量の関係について、適切なグラフを選択し、言葉や数を用いて記述すること。
●「素数」や「外角」、「相対度数」など、数学の用語の意味を理解すること。

【理科】
〇実験の結果や考察を基に、条件を変えて行った実験の結果を予想して、表現すること。
●複数の実験等の結果から問題を解決するための観察、実験の方法が適切であったかを

検討し、表現すること。
●複数の実験の結果等を関連付けて、自然の仕組みについて考え、表現すること。

２ 教科に関する調査結果
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２ 教科に関する調査結果 小学校国語（読むこと）
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小学校
国語３ 三（１）

資料を基に言葉の変化について話し合っている場面で、発言の空欄Aに当てはまる内容
として適切なものを選択する

●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること。
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【話し合いの様子】の田中さんの発言の空欄Aに当てはまる内容として適切なものを
選択する問題

正答

誤答例

３ ③コミュニケーションの食い違いを放置しておくわけにもいきません〔正答率〕
本県3８.８%
全国４０．８％

複数の資料を結び付けながら、必要な情報を整理することなどに課題がある児童が
いる。

「２ ②『本来の意味』『本来とは違う使い方』といった言い方にとどめています」を選択
した児童の中には、「人によって言葉の意味のとらえ方がちがう」ことを「本来の意味」
「本来とは違う使い方」であると考え、複数の資料を結び付けようとしたが、必要な情
報を整理し切れなかった児童がいたと考えられる。

小学校
国語３ 三（１）

資料を基に言葉の変化について話し合っている場面で、発言の空欄Aに当てはまる内容
として適切なものを選択する

●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること。

２ 教科に関する調査結果 小学校国語（読むこと）



２ 教科に関する調査結果 中学校国語（書くこと）
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中学校
国語１ 三

書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考
えることができるかどうかをみる

●書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考えること。
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案内の【ちらし】の構成を修正した意図を説明したものとして、適切なものを選択する
問題

正答

誤答例

３ 情報を示す位置を整理することで、関連する情報を読み手がまと
めて得られるようにした。

〔正答率〕
本県６０．３%
全国６３．３％

【ちらし】の中の情報や構成の意図を捉えることに課題がある生徒がいる。

２は、吹き出しの中に書かれている「体験できる時間（各回30分間）」が見出しであると
誤って捉えたものと考えられる。
４は吹き出しの中に書かれている➊～➍の開始時刻を、時間の流れに沿って情報を示

したものであると誤って捉えたものと考えられる。

●書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考えること。

２ 教科に関する調査結果 中学校国語（書くこと）

中学校
国語１ 三

書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考
えることができるかどうかをみる



●数量の関係について、適切なグラフを選択し、言葉や数を用いて記述すること。

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用
いて記述できるかどうかをみる

小学校
算数１（２）

２ 教科に関する調査結果 小学校算数（データの活用）
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２ 教科に関する調査結果 小学校算数（データの活用）
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●数量の関係について、適切なグラフを選択し、言葉や数を用いて記述すること。

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用
いて記述できるかどうかをみる

小学校
算数１（２）

出荷量を表すグラフを選択して、データの特徴と傾向を捉え、判断する
ことに課題がある児童がいる。

グラフを選択し、その理由を言葉や数を用いて書く問題

正答

誤答例
本県２４．９％
全国２３．３％

アを選び、｢グラフ３を表す言葉」「2023年の都道府県Aのブ
ロッコリーの出荷量が、2013年より多いことを表す言葉」の全て
を書いている。

イを選び、都道府県Aのブロッコリーの出荷量の割合について書
いている。

〔正答率〕
本県30.2%
全国３１．０％

２ 教科に関する調査結果 小学校算数（データの活用）
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●「素数」や「外角」、「相対度数」など、数学の用語の意味を理解すること。

中学校数学１ 素数の意味を理解しているかどうかをみる

２ 教科に関する調査結果 中学校数学（数と式）



●数量の関係について、適切なグラフを選択し、言葉や数を用いて記述すること。
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素数は、２、３、５、７に加えて１も含まれると捉えている生徒がいる。

素数の意味を理解しているかどうかをみる問題

正答

誤答例

２、３、５、７と解答している。

１、２、３、５、７と解答している。

〔正答率〕
本県2２．1%
全国３１．8％

中学校数学１ 素数の意味を理解しているかどうかをみる

２ 教科に関する調査結果 中学校数学（数と式）
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●「素数」や「外角」、「相対度数」など、数学の用語の意味を理解すること。

中学校数学５ 相対度数の意味を理解しているかどうかをみる

２ 教科に関する調査結果 中学校数学（データの活用）



●数量の関係について、適切なグラフを選択し、言葉や数を用いて記述すること。

22

階級の相対度数と階級の度数を混同している生徒がいる。

20m以上25m未満の階級の相対度数を求める問題

正答

誤答例

０．２５ と解答している。

１０ と解答している。

〔正答率〕
本県3４.０%
全国４２．５％

中学校数学５ 相対度数の意味を理解しているかどうかをみる

２ 教科に関する調査結果 中学校数学（データの活用）
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●複数の実験等の結果から問題を解決するための観察、実験の方法が適切であったかを検討し、
表現すること。

２ 教科に関する調査結果 小学校理科

水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の
方法が適切であったかを検討し、表現することができるかどうかをみる。

小学校
理科４（１）



24

問題の検証には水の「温度」と「動き」の２つを調べる必要があることや本実験では水
の「動き」しか検証できないことに気付き、問題に対して観察、実験の方法が適切で
あったか検討し、表現することに課題がある児童がいる。

水の「温度」と「動き」に着目しなければならないが、本実験では、「動き」しか検証で
きないことに気付き、実験方法を見直す問題

正答

誤答例

水の温められた部分の温度に関する内容について書いている。

ビーカーの中の味噌の動きに関する内容について書いている。
水や味噌の量に関する内容について書いている。

〔正答率〕
本県49.7%
全国50.6％

２ 教科に関する調査結果 小学校理科

水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の
方法が適切であったかを検討し、表現することができるかどうかをみる。

小学校
理科４（１）

●複数の実験等の結果から問題を解決するための観察、実験の方法が適切であったかを検討し、
表現すること。



●複数の実験の結果等を関連付けて、自然の仕組みについて考え、表現すること。

３ 教科に関する調査結果 中学校理科（地球を柱とする領域）

露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する場面において、小学校で学習した知識を
基に、地層に関する知識及び技能を関連付けて、地層を構成する粒の大きさとすき間の
大きさに着目して分析して解釈できるかどうかをみる

中学校
理科１（３）
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２ 教科に関する調査結果 中学校理科（地球を柱とする領域）

28

地層を構成する粒の大きさとすき間の大きさに着目して分析して解釈できるかどう
かをみる問題



●複数の実験の結果等を関連付けて、自然の仕組みについて考え、表現したりすること。

30

すき間が観察されなかった地層３における粒の大きさと水の染み込み方を正しく解
釈することと、地層３の観察結果と水が染み出す位置を適切に関連付けて捉えること
ができない生徒がいる。

地層を構成する粒の大きさとすき間の大きさに着目して分析して解釈できるかどう
かをみる問題

正答

誤答例

地層２の下側にある青色の枠内を選んでいるもの。

地層１の下側にある青色の枠内をえらんでいるもの。

〔正答率〕
本県35.1%
全国36.5％

露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する場面において、小学校で学習した知識を
基に、地層に関する知識及び技能を関連付けて、地層を構成する粒の大きさとすき間の
大きさに着目して分析して解釈できるかどうかをみる。

中学校
理科１（３）

２ 教科に関する調査結果 中学校理科（地球を柱とする領域）



問題や資料を読み取る力に課題

問題を読み取る力（読解力）を高める必要がある

２ 教科に関する調査結果
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【参考】 読解力とは（PISA２０１８より）

※令和元年１２月３日 文部科学省・国立教育政策研究所 「OECD生徒の学習到達度２０１８調査(PISA2018）のポイント」より

測定する能力

情報を探し出す 理解する 評価し、熟考する

〇テキスト中の情報にア
クセスし、取り出す

〇関連するテキストを探
索し、選び出す

〇字句の意味を理解する

〇統合し、推論を創出する

〇質と信ぴょう性を評価する

〇内容と形式について熟考する

〇矛盾を見付けて対処する

32

※ 自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、社会に参加するために、
テキストを理解し、利用し、評価し、熟考し、これに取り組むこと。



【参考】 読解力に関して

R6学力向上推進本部 委員の皆様の御意見より

〇国語だけでなく、他の教科でも教科書や教材の｢読み方」を学ぶことが必要では
ないか。そのようなことを意識した教材研究が大切ではないか。

R７教科書選定審議会 委員の皆様の御意見より

〇教科書は、個別最適な学びや探究的な学びが進められるように工夫されている
ので、教科書が読めれば自分で予習・復習ができるようになるのではないか。

〇教科書を使わずに、プリントやタブレットだけで授業をしていることがある。

33

R７指導課長会議 委員の皆様の御意見より

〇授業で教科書を使いこなせていない。教科書を正しく読むことなど、学びの土台が身
に付かないと全学調は十分に解けないのではないか。

○指導教諭の公開授業があったが、子供も教材をかなり読み込んでいると感じた。
○ワークシートで進める授業は、児童生徒から大事な部分を読み取る力を奪っている。



【参考】 読解力に関して

34
令和７年７月１１日 教科等指導主事研修会 東京学芸大学 堀田教授講演資料より
「次期学習指導要領を踏まえた授業づくりと教師の学び」

文章、図、写真等を結び付ける

書き込む

文章、図、写真等を結び付ける

折れ線グラフ
と

棒グラフ



３ 質問調査結果【小６】

読解力に関する状況 〔質問調査と学力のクロス分析〕（熊本県）

国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付けるなどして必
要な情報を見付けていますか

62.1 
57.5 

52.0 

41.9 

小・理科

61.7 
55.4 

49.2 

40.1 

小・算数

71.9 
66.7 

61.0 

50.0 

小・国語

〇「説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けている」
と考える児童ほど、各教科の正答率が高いことが分かる。

※数値は，各層での平均正答率
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国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付けるなどして必
要な情報を見付けていますか

３ 質問調査結果【小６】

読解力に関する状況

〇本県では、「当てはまる」と考える児童の割合が高くなるよう授業の改善を図ること
 が大切である。 36

熊本県 全国
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文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解することができますか

577 505 

451 
424 

中・理科

65.4 

46.9 

31.3 
22.9 

中・数学

62.8 
54.7 

47.3 
43.1 

中・国語

※数値は，各層での平均正答率

３ 質問調査結果【中３】

読解力に関する状況 〔質問調査と学力のクロス分析〕（熊本県）

〇「文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解している」と考える
生徒ほど、各教科の正答率が高いことが分かる。
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３ 質問調査結果【中３】

読解力に関する状況

38

熊本県 全国
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文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解することができますか

〇本県では、「当てはまる」と考える生徒の割合が高くなるよう授業の改善を図ること
が大切である。



３ 質問調査結果【中３】
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小学校 中学校

本県 全国 本県 全国

【重点指標１】
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい
ましたか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

７６．５％
（－３．８）

８０．３％
７０．９％
（－６．８）

７７．７％

【重点指標２】
授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる
よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか
（「発表していた」＋「どちらかといえば、発表していた」の割合）

６１．５％
（－７．１）

６８．６％
５２．５％
（－10.5）

６３．０％

【重点指標３】
国語の授業の内容はよく分かりますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

８３．３％
（＋０．５）

８２．８％
７２．３％
（－４．７）

７７．０％

算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

７７．２％
（－１．１）

７８．３％
６３．０％
（－７．３）

７０．３％

理科の授業の内容はよく分かりますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合）

８８．７％
（－０．２）

８８．９％
６５．２％
（－６．２）

７１．４％

重点指標について

３ 質問調査結果【小6中3】

40（ ）は、全国との差



主体的・対話的で深い学び 重点指標① 〔質問調査と学力のクロス分析〕（熊本県）

5年生までの授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

※数値は，各層での平均正答率

３ 質問調査結果【小6】
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主体的・対話的で深い学び 重点指標①

〇主体的・対話的で深い学びに取り組んだと考える児童生徒ほど、各教科の正答率
   が高いことが分かる。

１、２年生までの授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

※数値は，各層での平均正答率

３ 質問調査結果【中3】

42

〔質問調査と学力のクロス分析〕（熊本県）



５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

62.7 58.6 
54.0 49.7 

40.6 

小・理科

62.9 
57.1 

50.8 46.7 
37.9 

小・算数

71.9 
67.4 63.6 60.5 

49.2 

小・国語

※数値は，各層での平均正答率

主体的・対話的で深い学び 重点指標➁

３ 質問調査結果【小6】
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〔質問調査と学力のクロス分析〕（熊本県）



主体的・対話的で深い学び 重点指標➁

１、２年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

544 
519 

475 
451 443 

中・理科

54.7 
49.2 

39.6 
32.5 31.7 

中・数学

60.1 56.3 
50.2 46.1 45.2 

中・国語

〇「資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していた」と考える児童生徒ほど、
   各教科の正答率が高いことが分かる。

３ 質問調査結果【中3】

※数値は，各層での平均正答率
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〔質問調査と学力のクロス分析〕（熊本県）



３ 質問調査結果

主体的・対話的で深い学びに取り組んだと考える児童
生徒ほど、各教科の正答率が高い

学びの主体性を高める必要がある

45



Ⅲ 今後の取組等について
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１ 学力向上検証改善サイクル

○ 誰一人取り残さない
学びの保障と「児童生
徒を学びの主体」とす
る授業力の向上を目指
し、学力向上検証改善
サイクルを確立する。

【参考】
令和7年2月27日付教義第
1010号通知
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７～8月①

・国及び県の資料を参考
に、自校の結果を分析す
る。

・校内研修等で学力・学
習及び生活の状況など
の分析結果を共有する。

各学校の取組 例

１ 学力向上検証改善サイクル

48



8月②
・課題の克服に向けて、学
 校総体で取り組むこと、
 個人で取り組むことを決
 め、実践する。

各学校の取組 例

１ 学力向上検証改善サイクル

49



１ 「誰一人取り残さない学びの保障」

○全国学力・学習状況調査後の結果及び分析資料の提供

○県学力・学習状況調査の実施及び児童生徒への個人票と課題に応じたデジタル教材の提供 等

２ 「教員一人一人の『児童生徒を学びの主体』とする授業力の向上」

○「熊本の学び」及び「新たな学び」プロジェクト校による実践的研究

○「熊本の学び」わくわくサークル（オンライン研修）の実施

○資料の提供（校内研修で活用できる資料、くまナビ評価問題、家庭学習に関する取組事例）

○教育事務所による学校支援訪問（スクールアシスト） 、学力向上アドバイザーの派遣

○教育センターによるスクールサポート 等

50

３ 教員が学びの主体となる研修等の充実

○「熊本の学び」プロジェクト校による授業研究会の実施

○探究型管理職マネジメント研修の実施

○創造 熊本の教育チャレンジゼミ 等

２ 課題の改善に向けた県教育委員会の取組



51

参観した授業ごとに編成されたグループで意見交流したあ
と、参加者は、他のグループへ自由に移動。情報収集を行い、
最後は、元のグループで再度意見交流。

上天草市立登立小学校

①意見交流（対話）

③2回目の意見交流（対話）

②情報収集（対話）

「熊本の学び」プロジェクト校の取組

教員が学びの主体となる授業研究会 〔ワールドカフェ方式〕

２ 課題の改善に向けた県教育委員会の取組



「熊本の学び」わくわくサークル

52

１日で、
約４００人
が参加

２ 課題の改善に向けた県教育委員会の取組



校内研修で活用できる資料（県教育委員会HP参照）

53

２ 課題の改善に向けた県教育委員会の取組



くまナビ評価問題（県教育委員会HP参照）

54

２ 課題の改善に向けた県教育委員会の取組



家庭学習に関する取組事例（県教育委員会HP参照）

55

【現在】
○左のような各学校が作成した事
例をホームページにて紹介中
【今後】
○各学校が工夫した取組を行って
おり、各学校ホームページ内の「家
庭学習に関する取組のＵＲＬ」を、県
のホームページに掲載し、県内の各
学校と共有したいと考えています。
○御協力いただける学校を後日募
集します。

２ 課題の改善に向けた県教育委員会の取組



R７学力向上推進本部 委員の皆様の御意見より

〇授業参観や新井紀子先生の著書などを通して、教科書を使いこなして、基礎・基本が
確実に定着するように積み重ねていくことが大切ではないか。

○学習用語をきちんと確認して授業を進めないと、児童生徒は先生が使う学習用語が
理解できず、授業を十分に理解できない要因になっているのではないか。

○学習用語、主語、述語、指示語、接続語、グラフの読み方、図と文章の関係など、１年生
から発達段階を踏まえて指導していく必要があるのではないか。

○問題文が読めていない、どこに書いてあるのか分からないなど、問題文を読む段階で、
あきらめている児童生徒がいるのではないか。

○教科書の使い方や教材研究の仕方を教師自身が学ぶ機会がないのではないか。

○ベテランの先生は、音読、読む、書くなどの各時間を確実に確保しているようだ。

⇒学校の教材研究の仕方や、教科書の使い方、読解力向上の取組を収集してはどうか
56

２ 課題の改善に向けた県教育委員会の取組



学びの主体性を高めるために

読み取る力（読解力）を高めるために

○全国及び県学力・学習状況調査の結果資料の提供

○「熊本の学び」プロジェクト校の公開授業及び授業研究会

〇道徳教育推進校の公開授業及び授業研究会

○県教育委員会作成資料の活用（校内研修で活用できる資料、

くまナビ評価問題、家庭学習に関する取組事例等）

等

〇読解力向上に関する研修の実施（わくわくサークル等のオン

ライン研修等）

〇各学校や先生方が取り組まれている教材研究の仕方、教科

書の使い方、読解力向上の取組例の収集等

〇読解力の実態を把握するための調査を検討中

等

令和７年度「熊本の学び」プロジェクト校 公開授業 予定日

プロジェクト校（地域） 公開授業等

宇土市立宇土東小学校 令和８年１月２３日（金）

荒尾市立荒尾第一小学校 令和８年１月３０日（金）

菊池市立菊池南中学校 令和８年１月１４日（水）

南阿蘇村立南阿蘇中学校 令和７年１２月１９日（金）

甲佐町立甲佐中学校 令和７年１０月２４日（金）

氷川町立竜北中学校 令和８年１月２０日（火）

芦北町立田浦中学校
芦北町立田浦小学校

令和７年１１月２８日（金）

人吉市立第二中学校
人吉市立人吉西小学校
人吉市立西瀨小学校
人吉市立中原小学校

令和７年１０月１６日（木）

上天草市立登立小学校 令和７年１２月１２日（金）

学校名 研究主題
公開授業
予定日

宇城市立
松橋小学校

ウェルビーイングを目指してよりよく生
きようとするゆりのきっ子の育成
～自他の考えのよさに気付く道徳科の
授業づくりを通して～

令和７年
１１月１４日
（金）

八代市立
第二中学校

よりよい学校生活、集団づくりのため
の道徳教育の推進
～豊かな体験活動を基盤にした道徳
教育の充実を通して～

令和８年
１月３０日
（金）

令和７年度道徳教育推進校 公開授業 予定日

学力向上について（課題の改善に向けた取組）

３ 課題の改善に向けた各学校の取組
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〇教科書を使いこなす
・児童生徒が教科書を使って自分で学べるよう、教科書の構成と使い方を理解させる。
・教科書等の本文、グラフや図など、各教科における読み方を身に付けさせる。

〇学習用語を理解する
・学習用語は、個人思考、対話、発表、まとめ、振り返り等で、繰り返し使わせる。

〇読み取る力を高める
・学力調査などの結果や授業の見取りから、児童生徒の読み取る力の実態を把握する。
・読み取ったことを、教科書等に線を引いたり、それを使ってノートに書いたり伝えたりする場面を設定する。

【重点指標１】
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。
【重点指標２】
自分の考えを発表する機会で、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立てなどを工夫して発表していましたか。
【重点指標３】
授業の内容はよく分かりますか。（各教科において）

重点指標に関する質問項目

学力向上について （課題の改善に向けて大切にしたいこと）

学力向上推進本部の協議から

肯定的な回答の
向上を目指す

３ 課題の改善に向けた各学校の取組
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